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平

壌

長

市
総
施
行
以
来
二
十
二
年
。

そ
の
鶴
市
民
各
位
か
ら
常
に

熱
望
さ
れ
、
際
代
当
局
が
絡
先

間
な
き
描
出
掛
宵
&
つ
づ
け
て
来
た

市
域
拡
張
が
、
E
-
の
た
び
旭
村

の
好
意
あ
る
鐙
手
κ
よ
り
芽
出

凌
く
実
滋
し
た
.

由
来
平
塚
と
旭
ξ

は
花
水
川

に
へ
だ
て
ら
れ
も
水
聞
に
遼
ぢ

げ
ら
れ
て
柏
寄
る
縁
の
薄
い
感

と
を
与
え
て
い
た
.

旭
か
ら
見
れ
ば
平
塚
は
が
シ

ャ
ガ
ン
ヤ
し
た
様
民
地
で
あ
れ
υ

震
災
毅
災
企
不
幸
の
つ
づ
い
た

備
円
で
あ
り
も
今
し
ば
ら
く
綾
子

主
見
怠
け
れ
ば
ヲ
ツ
カ

b

近
づ

け
危
ド
と
と
ろ
で
あ
っ
た
か
も

柿津市長

知
れ
た
い
。

叉
平
田
掛
か
ら
み
れ
ば
旭
は
‘

大
野
か
大
磁
を
遜
ら
も
な
け
れ
ば

行
け
な
い
と
と
ろ
で
あ
り
も
緑

に
か
す
む
た
だ
ら
か
友
丘
陵
は

只
々
遠
く
美
し
く
眺
む
ペ
宮
地

帯
と
し
か
考
え
ら
れ
・
な
か
っ
た

か
も
知
れ
な
い

e

今
ま
で
合
併
と
い
え
ば
先
づ

大
野
、
大
磯
と
の
み
考
え
る
の

が
常
識
で
あ
っ
た
平
塚
市
民
に

と
っ
て
、
こ
の
知
ら
せ
ば
或
は

意
外
の
感
が
あ
っ
た
か
も
知
れ

念
い
。

し
か
し
訟
が
ら
市
民
各
位
。

と
の
選
以
外
投
選
べ
ゑ
か
っ

た
、
止
む
泣
き
な
り
ゆ
き
を
ゐ

は
科
学
的
に
み
て
、
都
市
計
一
図

的
広
見
て
決
し
て
大
野
首
大
磯

じ
劣
ら
な
h
v頗
位
に
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
頂
き
た
い
。
~

北
品T球
の
都
市
は
西
北
に
伸

び
る
と
は
設
田
仲
の
学
者
の
一
致

し
た
訟
で
あ
る
。

明T
塚
の
議
会
は
昨
夏
第
一
向
般

市
域
拡
張
の
範
隠
密
閉
悶
北
十
一

箆
町
村
と
決
し
た
。

旭
に
直
遜
ず
る
道
路
町
一
副
一
回
一
一

本
は
決
し
て
旭
の
矯
の
み
の
道

路
で
は
も
仏
い
。

相
談
平
野
を
E

と
か
ら
で
も

見
お
ろ
す
と
去
の
で
き
る
旭
、

土
沢
β
ゆ
る
や
か
訟
丘
陵
は
高
一
嵐
の
如
h
h障
容
を
排
除
し
、
住

級
佐
々
建
設
の
溺
地
で
あ
る
e

一
氏
の
意
芯
に
よ
り
、
遠
い
将
来

終
来
こ
の
都
市
を
代
表
す
る
大
一
冶
殺
り
、
平
塚
の
友
情
誠
実
h
q

植
物
園
、
大
動
物
関
闘
の
建
設
地
一
間
〈
信
じ
つ
つ
も
務
か
に
お
ど

或
は
大
学
を
招
致
す
る
場
合
B

一
之
か
に
由
緒
深
い
泌
村
?
と
い
う

等
々
々
も
と
の
丘
師
陣
地
帯b
t
k
t一
名
を
治
し
た
。

い
て
い
づ
と
に
そ
れ
を
求
め
る
一
抽
出
は
合
併
に
際
し
勉
地
区
育

E
I
と
が
で
舎
る
で
あ
ろ
う
か
@
一
笑
事
業
の
創
始
致
托
し
た
。
等

地
は
無
味
乾
燥
な
卒
綴
じ
ぅ
一
議
市
議
会
は
減
場
一
致

E
れ
を

る

h
Mい
を
も
た
ら
す
地
域
で
あ
一
承
諾
し
た
@
相
杭
友
に
遺
孤
を
托

晶
@
抽
出
地
区
あ
っ
て
と
そ
平
塚
，
一
す
る
が
如
き
心
境
を
も
っ
て
も

は
多
角
形
た
都
市
と
呼
ば
れ
得
一
少
年
の
向
商
学
心
配
思
い
や
る
旭

る
の
で
あ
る
。

E
C庭
師
問
、
終
陀
象
徴
お
く
能
は

旭
地
区
を
都
市
化
す
る
に
は
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
卒
塚
市
議

財
源
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
じ
会
は
や
が
て
会
前
に
と
れ
を
及

カ
を
入
れ
る
張
。
合
い
の
あ
る
ぽ
す
深
い
決
窓
の
下
に
受
け
入

土
地
だ
と
黒
う
@
旭
の
仲
間
民
の
、
喜
一
呂
田
霊
祭
器
問
盟
問
世
窪
田
町
一
号
喜
一
童
話
一
霊
童
謡
器
製
豊
富
聖
書
聾
一
豊
富
聾
弱
電

た
め
だ
け
で
は
ゑ
く
卒
塚
市
金

般
の
繁
柴
の
た
め
にe

旭
の
人
々
は
終
朴
で
あ
あ
。

E

の
人
々
の
心
&
傷
つ
け
-
泣
い

よ
う
に
仲
良
く
し
て
ゆ
告
た
い

旭
は
純
由
民
品
円
で
あ
る
、
と
の

純
蹴
出
世
帯
の
幸
縞
を
計
り
ハ
J
A

照
次
念
速
に
都
市
化
で
き
得
る

遣
を
選
び
た
い
@

旭
は
卒
塚
の
鏡
花
名
春
あ
る

六
十
余
年
の
回
世
史
を
閉
山
じ
た
。

周
囲
の
反
鈎
を
押
し
初
出b
，

コ匙

察
し
麟
い
た
い
，

叉
勉
と
卒
塚
の
合
併
が
、
実鵠

村

岩崎村長

鰹玉里会その すとを f遣し
す併の村私る ξ1 市の。:f平
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当い担問と作と彩、ベ様た市
商うもし年ろのるに良と
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し

千
晶
膿
数
出
家
抱
芝
大
磯
町
じ
隣

し
、
北
は
金
目
村
正
晴
慣
を
援
し

て
い
る
.

A
V沿
革

巴
の
よ
う
じ
恵
ま
れ
た
勉
村

は
‘
有
度
以
前
i

石
務
時
代
!

す
で
に
早
〈
先
住
民
族
が
往
ん

で
‘
間
開
始
生
活h
q替
ん
で
い
た

@
←
万
鼠
貝
塚
の
如
昔
綴
文
式
後

織
の
慶
芥
品
相
場
が
岨
現
存
し
も
棉
凱

関
目
前
腐
の
古
撲
群
、
同
地
及

び
高
根
殿
の
上
の
横
穴
群
が
あ

り
、
殊
じ
蜂
の
巣
の
よ
う
じ
一
三

十
m出
口
を
開
聞
い
て
い
る
万
間
八

蒙
久
保
の
横
穴
群
が
あ
る
等
、

原
始
時
代
か
ら
古
境
特
代
へ
か

け
て
の
文
化
が
絞
る
繁
栄
し
た

と
と
を
記
念
し
て
い
る
.

明
治
二
十
二
年
町
村
総
の
施

行
で
‘
出
掛
棚
亀
万
問
、
高
根
‘

山
下
の
悶
箆
村
を
併
合
し
て
山

背
村
と
掛
惜
し
、
公
所
‘
坂
問
問
、

河
内
‘
徳
廷
、
績
の
五
耐
閥
村
配

併
合
し
て
小
中
村
正
組
惜
し
た
。

越
え
て
四
十
四
年
に
は
更
に
跨

峠
刊
を
併
合
し
て
今
日
@
旭
村
が

誕
生
し
、
そ
し
て
昭
和
二
十
九

年
七
月
十
五
日
苓
塚
市
主
綴
入

合
併
し
た
の
で
あ
る
。

A
V商
穣

六
、
五
二
卒
方
粁

ハ
昭
和
一
一
十
五
年
十
月
}
日

国
勢
調
疫
に
よ
る
U

A
V人
口
・
と
世
帯

人
口
口
一
、
六
回
八
人
、

内
務
陣
内
一
、
八
一
一
一
二
人

女
一
、
八
一
六
人

世
帯
六

O
七
世
帯

ハ
昭
和
一
一
十
九
年
四
月
一
日
現

在
推
計
U

。
職
業
の
分
布
と
世
帯
数

農
業
一
二
八0
・
跨
ヱ
業
一
五

公
滋
及
び
自
由
業
一
七
六
、
そ

の
他
一
一
一
六

。
財
政

昭
和
二
十
九
年
度
の
当
初
予

算
は
一
一
、

0
0
0
、
四
七
一
一
一

円
で
内
容
は
ぷ
の
叩
巡
り
で
す
@

歳
入

村
民
税
六
、
七
八
六
、
一
七
回
河

平
衡
交
付
金
一
、
九
五
O
、

0
0
0内

公
営
企
業
及
財
産
状
人
一
七
、
一
一
一

O
O
汚

使
用
斜
及
手
数
溺
五
六
、
0
0
0円

問
国
庫
支
出
金
一
、O
二
六
、
四
六
八
月
一

県
支
出
帝
一
一
一
九
五
、
七
一
一
O
月
一

答
鮒
金
一
一
一

0
0
月
一

繰
越
会
一
一
一
一
五
、
六
六
六
月
一

繰
ス
金
一
一
一
一
九
、
七
八
一
円
一

雑
枚λ

、
二
一
ご
一
一
、

O
六
四
円
一

前
一
一
、

0
0
0、
四
七
一
一
一
汚
一

歳
出
一

議
会
議
ニ
七
一
、
五
五

O
円
一

役
場
費
一
一
一
二
一
一
二
四
、
0
0
一
一
日
円
一

警
察
消
防
護
五
一

O
、
四
一
八
月
一

土
木
袋
一
、

O
ニ
O
、
六
五O
同
一

教
育
費
一
一
、
九
五
六
、
八
一
O
月
一

社
会
及
労
働
施
緩
費
一
一
一
六
、
九
二
五
月
一

保
健
衝
生
費
一
一
一
一
ニ
一
一
一
、
五
一
一
円
一

護
業
副
官
済
費
一
、
一
五O
、
四
一
一
一
一
一
月
一

場
刀
振
興
費

L
一
、0
0
0
同
一

財
産
量
喝
七
、
九

0
0
月
一

統
計
認
媛
謙
一
一
一
一
一
、
一
一
一

0
0
円
一

選
盤
費
九
五
二
一
一

O
カ
尚
一

公
債
費
九
「
八
五

O
円
一

諮
支
出
金
九
五
一
一
、
凶
六
六
円
一

予
備
費
一
一
六
、
一
一
一
六

O
月
一

計
一
一
、

0
0
0、
四
七
一
一
一
月

。
選
挙
布
穣
者
数

期
目
九
七
九
人

女
一
、

0
0
0
入

計
一
、
九
七
九
入

。
数
宵

校
名
学
級
生
徒
数
職
員

泊
村
小
学
校
一
一
四
五
一
一
一
一
…

金
回
、
金
刻
、
加

i

二
回
O
l

一
一
科
組
合
立
中
学

。
主
要
注
獲
物

水
稲
一
一
一
、
二

O
O
石

陵
積
一
六

O
石

大
婆
こ
も
関
五

O
石

小
褒
一
、
二

O
O
お

維
と
く
一
二

O
石

大
豆
一

O
O
涜

落
花
生
一
ニ
七
、

0
0
0
斤

せ
し
よ
一
一
0
0
・

0
0
0
貫

じ
ゃ
が
い
も
七

O
胃

0
0
0
支

き
う
り
一
五

O
、

0
0
0
官
民

な
ず
お

O
、

0
0
0
賞

ね
ぎ
一
八

O
、

0
0
0
賞

そ
の
他
一

O
O
、

0
0
0
貫

惨
事
一
二
五

O
貫

養
一
夜
間
一
一
一

O
索

。
村
内
地
箇
別
に
よ
る

土
地

問
一
二
一
一
町
七
反

畑
ニ

O
一
一
時
二
反

宅
地
問
五
均
一
一
反

山
林
間
同
二
町
九
反

そ
の
他
二
一
一
一
町
六
反

計
五
二
五
町
五
反

一寸

、φ

.1'1， .1何回111[1'φ 暗fII脚吻 tnllltIJ .Q"を1II!IlII

祖
師
蛸b

の
パ
ス
の
路
線
が
精
一
実
現
役
望
ん
で
おh
り
ま
し
た
一
パ

設
さ
れ
ま
じ
た
。
合
併
ま
で
に
一
ス
遂
行
い
暗
線
の
増
設
に
つ
い
て

L 

七
月
十
五
日
か
ら
旭
村
役
場
一
か
け
し
友
い
た
め
に
B

従
来
の
一
事
務
を
初
め
戸
籍
、

が
「
苓
塚
治
役
所
旭
支
所
」
'
r
二
旭
村
役
場
の
脳
師
会
そ
そ
の
ま
ま
一
事
務
、
備
刺
殺
事
務
等
教
叡
つ

友
仇
り
ま
す
.
一
平
塚
市
役
所
焔
支
所
に
い
た
し
一
層
静
ま
ず
。
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